
 

東京港第９次改訂港湾計画に向けた調査検討委員会（第１回） 

議事概要 

 

 

１ 日 時 

  令和４年９月５日（月）15 時 00 分から 16 時 30 分 

２ 場 所 

  新宿 NS ビル 30F ルーム３・４（オンライン併用） 

３ 出席者 

  別紙のとおり 

４ 議 事 

（１）委員紹介 

（２）調査検討委員会の検討体制 

（３）今後の検討スケジュール 

（４）東京港第９次改訂港湾計画の検討 

５ 議事概要 

○ 事務局から調査検討委員会の検討体制、今後の検討スケジュール、東京港第９次
改訂港湾計画の検討の内容について説明を行った。 

○ 委員会に出席した委員から、以下の意見が示された。 

  東京港において、増大するコンテナ貨物をどのように取り扱っていくかが、
重要なテーマになる。 

  コンテナ輸送は、港湾と船会社が両輪で回らないと成り立たない事業である。 

  外貿コンテナの物流動向や RCEP 等の経済状況は、なかなか先が見通せない
状況ではあるが、いかに最新状況を港湾計画に取り込んでいくかが重要であ
る。 

  港湾物流の将来 通しについては、 期構想にも記載されているが、情勢の
変化が激しく、以前に比べて将来予測が難しくなってきている。このため、
港湾計画は、情勢の変化に対してなるべく柔軟に対応すべきである。 

  荷役機械の高度化やターミナルオペレーションシステムの一体化など、ソフ
ト施策についても港湾計画に取り込んでいくべきである。 



  コンテナ輸送は、日本では圧倒的に東京港の取扱量が多く、首都圏や東日本
の玄関口になっている。このため、いかに利便性が高く、使い勝手の良い港
にしていくかという観点は非常に重要であり、ハード施策に加えて、運営の
仕方により効率性を上げるなどのソフト施策についても検討すべきである。 

  デジタルを用いて、貨物に関する様々な情報が発信されることを期待してお
り、ハード施策に加えてソフト施策についても検討すべきである。 

  東京港は国内物流の中心であり、全ての物の流れが東京に繋がっている。内
貿貨物も増加しているので、しっかりと検討すべきである。 

  東京港においては、今年度より「東京港カーボンニュートラルポート検討会」
が立ち上がっているが、この内容についても港湾計画への反映の仕方を検討
すべきである。 

  労働環境の改善や東京港を支える様々な機能の確保など、港で働く人々の場
をきちんと作っていくという観点は非常に重要である。 

  東京港は、日本の中でも、操船上においてアプローチのしやすい港である。
新規ふ頭を計画する際にも、安全性を維持できるように考慮してほしい。 

  東京港が日本全体の外貿コンテナ貨物の約四分の一を取り扱う中で、港の存
在が都 等に 分に知られていない。港湾計画の策定に当たっては、港湾貨
物が都 等の 活にどのように繋がっており、経済効果があるかなど、東京
港の存在意義を、都 や利 者等にしっかりと発信していくべきである。 

  東京国際クルーズターミナルや水上交通、海上公園など、東京港の魅力を国
内外の人々に発信し、観光地として更なる発展にも繋げていくべきである。 

  道路交通については、物の流れ全体として、計画時からある程度の検討を行
うべきである。 

 

以上 




